
タ イ 語 文 献 に つ い て (4)

- 諸地方の Phongsawadan-

石 井 米 雄

(1.1) Phongsawadanという語には,塵 ミttAnnals",ttChronicles"などという訳語が与

えられているが,この語を冠 して行われている各種の書物を照合 してみるとその内容はまこと

に多岐にわたり,一語をもってこの語の意味するすべてを覆わしめることには若干問題がある｡

Phongsawadanの中には各種の史料を批判的に駆使 して,科学的な歴史記述を目指 したもの

もあれば (たとえば PhrayaPrachatitehakQraehakの PhongsawadanYonok,後述 4.1参

JrrJi),神話伝説の雑多な寄せ集めにすぎない Phongsau)adenNiia (後述 5.1) のようなも

のもある｡原本の体裁についてみても,著者,著作年代共に不明の貝多羅葉本のこともあれば

(Phongsau)adanMiiangLanChang後述 6.2.4),匪賊討伐のため辺境に赴いた軍隊の指

揮官から中央政府に送る上申書の附属文書として作成された一種の報告で,その作成のいきさ

つ,作成者,材料の提供者の官職氏名,作成の場所等きわめて微細に亘る記録がなされている

という場合 もある｡ (たとえば,Rilang PhongsawadanMiiang HuePhanHaThang

Hob,後述 6.6.)叙述の形式についてみても,PhraratchaPhongsawadanKrungKaoに

おける詳述本 (Chabapphit-sadan)のような 詳細な 編年体の 場合 もあれば1) (たとえば,

PhongsawadanMuangLuangPhrabang,後述 6.4),古屋家の暦 日記 Ipum hon-の部類

に属する略述本で日付と事件の羅列に止まっている場合 もあるO(PhongsawadanYQMiiang,

Wiangchan,後述 6.2.8)

(1.2) Phongsawadan という譜を辞書についてみると, まず B･E.2470年 (1927) の

Pathanukrom では ｢氏族の系譜についての記述｣との一義 しか与えられて いなかったもの

が2)B.E.2493年 (1950)の Photcvhananukyom においては ｢国若 しくは国の元首たる国王に

関連 して生起 した事件についての記述｣3)とやや外延の拡大が見られる｡以上の二櫨の辞書は

いずれも官撰の辞書であるが, 仏歴2504年 (1961)バ ンコックの良心的出版社 phraePhitth-

aya書店が編纂出版 し,私家本ながら好評を博している phraePhitthaya版 Photcyhanuank-

rom では Phongsawadan に三義をみとめ,この語を ｢(1)歴史 (Prawattisat),(2)氏族の系譜

1)拙稿 ｢タイ語文献について｣(2)『東南アジア研究』第2巻第 1号,1964年9月 p.13f.
2)Krom TamraKrasuangThammakan,Pathanukrom,Bangkok,B,E.2470.pA83,r.
3)Ratchabanditsathan,Phoicvhanukrom.2nd.ed.Bangkok,B.E.2498.p.634,1.
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についての記述,(3)国 もしくは国王に関する事件についての.記述｣であると規定 している4)

(2･1) タイにおける文献の刊7-i-が NangshChaek という特殊な 形態をとりつつ発達 し

て来たということは 5),とにもなおさず書籍の出版が社会的地位oj比較的高い人,賢慮家oj死

亡などというきわめて不確 定な要因に依存して来たことを意味 し,従って仝某とか叢出))よう

な一貫 した方針と計画ujFに長期に亘って刊行されるべき継続的出版物が出にくいというEJi:JrFEl･

の存 したことは事実である｡ しか レ今そC/)対象を歴史許 古典文学などの分野にしぼってみる

と,Nangsdehaekへの材料提供者は,実際にはそのほとんどが芸術局,国立図書蝕などに限

られて しまうため,もし口､r描】の要素さえ考慮に入れなければ,これ らC/)機関の指導統制(/)下に

Nangsdehaek の形式をとりながらも,系統的な全猛,叢書等uj刊行を行 うことは可能である

し,また現実に行われ又は行われつつある実例リ)い くつかをかぞえることができる｡

(2.2) こうした NangstlChaek 形式の叢書o)うち,史料として最 も車要なも〔ノ)a)一一-∵刀二

大完結の Prachum Phongsau)adanがある｡ これを直訳すれば ｢隼代記渠成｣ ということに

なろうがこの場合ujPhongsawadan は, 上述 した広義U)Phongsawadan よりもさらに多義

で,およそタイの歴史に関係あるすべて〃)文献の渠人戒を目指 しており,む しろ ｢史料集成｣

という訳語cJjjjが内容を適 抑 二表現 しているものと言えよう6)｡

｢史料加 茂｣は7)Damrong視 仁uj廿里でタイに闇する史料U)県人戊をE日向として計伸された

もU)と言われ8) l','僧 2457年 (1914)MQm ehaoDanaiwQranutU)葬儀U),引出物としてそU)節

1巻がF.岬 J頒布されて以来1964年末までの50年拝即こすでに79巻が刊行されている9)O 本情 にお

いては前号までに試みた PharatchaPhongsau)adama)紺介に引き続き,各地 方史,,lE-･'･代.iLl.J)類

ち,この ｢史料集成｣の車から手刷 l,し紹介 してみたい｡｢史料渠成｣ujr恒こは Phongsawadan

uI)名を冠する書物の外 tamnan (歴史)および khamhaikan (聞き書きない し証言録) と呼ば

れるものをも含まれているが,地方史として分類 しうる内容のものであればそれをも合せとり

あげることとする｡ なお各書物の標題の Phongsawadan とい う譜には便宜上すべて ｢年代記｣

4)Borisat"phraePhitthaya",PhotcyhananukromBangkok,B.E.2504･p.904,1.
5)拙 稿 ｢タイ語文献について｣(1)h;】東南アジア研究』第4号,1964年6)上 pp.2-12.

6)ttA Compendium ofHistoricalMaterial"という訳語を与えている人もいろ｡(cf.A.B.Griswold
u),論 又 ttThoughtsona centenaryH末尾の編集者のNote･JournaloftheSiam Society(JSS),
Vol.LII,pt1,1964.p.55.

7)KlausWenkによる第76巻まで0_)全巻の紹介が行われており極めて便利である.
KlausWenk,t'Prachum Phongsまwad云n,einBeitragzurBibliographiederthailAndischen

historischenQuellen",OriensExtremus,year9,pt.2.December1962.pp.232-257.註6に
掲げた JSS所収の Griswold論文にも PrachumPhongsawadanについての紹介がある｡上し同論
文末尾の Noteの筆宵Dは Wenkuj上記論文脱稿後に刊行された第77巷につき補筆紹介している｡
8)Griswold,op.°it.,p.22および,第70巻によせた芸術局oTi;文 (ttKham namH,PrachumPhon-
gsau'adanPhakthi70:R藷angMiia71gNakhQnehamPasak.B.E.2484.)参照｡

9)最近バンコックG)KaoNa書店かや ･二の ｢史料集 成｣の商業ベースによる出版が計画され,すでに 卜
放巷が刊行されている. NangstiChaekで既刊分U〕完揃本を入手する二七が極上へて因兜であろ現状で

は本刊行計画はタイ史研究粧二とって_L上二福音というべく,是非共>lL謝iさせたいもU)である｡
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なる訳語をあてておくが,上述のとおり場合により必ず しもこの語が均一の内容を表わさぬも

のであることをあらかじめお断りしておきたい｡

(3.1) ｢史料集成｣ の中には現在までに地方年代記乃至地方史の カテゴリーに入るべき

ものとして下記の53点の文献が集録されたている｡

(A) 北タイ :西ラーオ関係 (チャオプラヤー河上流地域)

1. PhongsawadanYonok

2. R虎angRatchawongPakQn,Phongsau)adamMilangNan

3, PhongsawadanM盃angNgoenYangChiangSaen

4. TamnanSinghanawatHuman

5. PhongsawadanChiangMat

6. TamnanM虎angSuuJannaKhomKham

(B) 中部タイ関係

7. PhongsawadanNaa

(C) 東北タイ '･束ラ-オ関連地域 (メ一 ･コーン河流域の諸地方をよびその関連地方)

8. PhongsawadanHuaMiiangMonthonIsan

9. PhongsawadanehamPasak

lO. TamnanM盃angehamPasak

ll. TamnanM虎angNakhQnehamI)asak

12. N3'thanKhunBaromaracha,Phongsau)adenM虎angI,anChang

13. PhongsawadanMilangYasothon

14. TamnanM盃angSaifgng

15. TamnanM虎angPhuan2chabaP

16. PhongsawadanYQWiangcyhan2chabaP

17. RiiangsangWatPhraKaeoSiChiangMat

18. PrauJatThaoSuu)QehaoMiiangNQngkhai

19. KhamhaikanPhrayaMiiangHam,R虎ang MiiangChiangTaeng

20. KhamhaikanPhraKamhaengPhonsak,RiiangMiiangChiangTaeng

21. KhamhaikanThaoLQng,Rilang MilangAttap盃

22. KhamhaikanPhraratchawitborirak,RilangM虎angSaPhangPhuPha

23. KhamhaikanLuangThiam,RilangM虎angSeLamPhao

24. Phongsau)adanMiiangNakhQnPhanomSangkheP

25. TamnanMilangWangmon

26. PhongsawadanMねangMunlaPamok
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27. PhongsawadanLanChang

28. Phongsawadan M盃angLuangPhrabang

29. PhongsauJadanMiiangLuangPhrabang

30. Phonsau)adamMiiangHuaPhanHaThangHob

31. PhongsawadanMiiangChiangRung

32. Phongsawadan MiiangLai

33. PhongsawadanMiiangThaeng

34. PhongsawadanMiiangChl'angKhaeng

(D) 南タイ及び旧マレイ属領

35. Phongsau)adenMiiangNakhQnSithammarat

36. PhongsawadanMiiangSongkhla

37. PhongsawadanMilangSongkhla

38. PhongsawadanMiiangPatta71i

39. PhongsawadanMiia71gPhatthalung

40. Phongsau)adamMiiangPhatthalung

41. TamnanMiiangRanQng

42. PhongsawadanMiiangThalang

43. PhongsawadanMIviangKalantan

44. Phongsau)adamMiiangTrangganu

45. PhongsawadanMおangSal'buri

(E) カンボデ ィア関係

46. Phongsau)adanKamen

47. PhongsawadanKamenyangYQ

48. PhongsawadanMiiangLawaek

49. PhongsawadanLawaek

50. Phongsau)adamMiiangPhratabQng

(F) モー ン関係

51. PhongsawadanMQnPhama

(G) 安而関係

52. PhongsawadanYuan

53. R藷angPhongsawadanYuan

上 記の各苦 につき以下に簡単な解説を加えることとしたいo

(4.1) PhongsawadanYonok または Phongsawadan LaoChiang. (ヨー ノ ック年代
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記またはラーオ ･チェン年代記)第 5巻所収.B･E･2460本,pp.81-232.phrayaPrachakit-

ehakQraehak (Chaem Bunnak) が1899年に撰述 した西 ラオ諸国 (ランナータイ) 史｡す ぐれ

た著書として夙に定評がある｡全体を次の6二章に分 っている｡

第 1章 タイ族の起原,

第 2章 ランナータイへの定着,

第 3章 メンライ王のチェンマイ莫都

算4章 チェンマイ王国年代記,

第 5章 ビルマ隷属時代のチェンマイ王国年代記,

第 6茸 南方 タイに併合後のチェンマイ

本書はのち1908年増補改訂され RilangPhongsawadanYonok(584p)の標題の下に独立の

一書として出版された｡

著者 PhrayaPrachakitehakQraehak は増補版の序文において,本書を しるす上に典拠とし

た史料 として次の17点 の文献 (北タイ方言,ラーオ語乃至パー リ語)を挙げているが この中に

は本稿において触れていない ものが多数含まれているので参考までに記 してお く0

1. TamnanMiiangSuwannaKhom KhamlO)

2. Tamnan(chll)Singhanawatll)

3. TamnanM虎angHariPhunchailaeehamatheu)･iwong12)

4. TamnanHiramNakhgnChiangSaen

5. TamnanPhingkhauJong

6. ChinakalamaliniPhongsu)ada7号MおangChiangMai13)

7. TamnanM盃angPhayao

8. TamnanChiang Rat

9. TamnanM盃angNan

lO. TamnanPhrathatDQiTung

ll. phraThatSutheP

12. phraThatoLamPang

13. TamnanPhrakaeo14)

14. TamnanPhraSing15)

10)cf.ttChroniquedeSuvannaKhamd台ng…,M･CamilleNotton,AnnalesduSiam,i･remiere
partie.Paris,1926･pp･1-80･

ll)cf."ChroniquedeSinhanavati"ibid･,pp･141-202･
12)cf.G.Coedbs,"Documentssurl'histoire politiqueetreligieusedu LaosoccidentalM.
BEFEO25,1925.p.i-200.CamilleNotton,"ChroniquedeLa:pum,HistoiredelaDynastic
chamt′evi".AnnalesduSiam,ZZeVolume.Paris1930.68p.
13)cf.G.Coed色S,op･,cit･
14)cf.CamilleNotton,TheChronicleoftheemeraldBuddha.2nd impression.Bangkok,
1933.xi-52p.
15)CamilleNotton,P'raBuddhaSihing.Bangkok,1933.ix-58p.
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15. TamnanPhraKaeneha71

16. TamnanPhraPhutthasikkhi

171 TamylanPhracvhaoLuangThunglangMiiangPhayao

(4.2) RiiangRatchawongPakQn,Phongsau)adanMiiangNan(王統記,ナ ン年代記)し

第10巻所収oB.E.2461本,pp.1-210.本告は Mdang Nan の土侯 Phraehao Suriyaphong

Pharitdet (1831-1918)が Saen Luang Ratchasomphan を して撰述せ しめた ｢ナ ン甲代

..王｣である｡ 裾使者 PrinceDamrong の序文によると, 本書はもともと北 タイ方言で録され

た ものでやや読みに くいことが難 とされるが,原文尊市の建前から方言形をほとんどそのまま

の形で保存 し意義不通と思われ る字句 につ い ては 巻末の Glossaryで これを説明 し読者の優を

はかっているC パー l信吾年代trLl等によったと思われろ_日 丁の物語から19世紀の末葉に及/紺胃の
ナ ン史の概要を示 して くれる｡

(4.3) PhongsauJadanNgoenYangChiang Saen' (チ_T_ンセン年代.;Li) 第61巻所収

B.E.2479木,pp.1-55)

(4.4) TamnanSinghanawatHuman (シン-ナワットクマ- ン年代記)第61巻所収,

B.E.2479木, pp.56-208.

上記の 2本は北 タイ方言で記載 された写本に基いて出版 された年代記で,同種の写本は未だ

評価を加えられノぬまま多数バ ンコックの[t串Ll薄情‥舘および田立博物館に所蔵されているというo

上記の 2告はいずれ もチェンセ ン史およこヾスコータイ王｢射文立前の隣接諸国の歴史に言及 して

いる｡ これ らの記述の中 に史実を確定する作業は今後にのこされた課題であるといえよう]6)O

(4.5) PhongsawadanMiiangNakhQnChiangMat(チェンマイ年代 記) ｡ 第 3巻 所

収oB.E 2471本,pp.74-112.1875隼のちの phrayaMahaAmmatayabodi(Run) ＼榊寺の

phrayaSisinghathepが, 5世王の命をうけて撰述 した ｢チェンマイ 年代乱｣L,1767年の ビル

マ軍の侵入から1867年に至る約110牢問の ランナー タイ史であるO チェンマイのみならず ラン

プー ン,ランパー ンの土侯について も言及 しているO

(4.6) TamnanMおangSuwannaKhomKham (スワンナ ･コ-ム ･カム史)･第72-YL;

TrrL掟oB.E.250本, pp.1-67.原本は北タイ方言で 告かれ/てお り,芸術局の手で標準語 (バ ン
コック方言)に釈訳され ｢史料集成｣ におさめられた｡ 木二言早まtamnan と呼ばれているが,
ここでは ｢歴史｣という意味よりむ しろ この語の本源的な用法 ｢口碑 ･伝説｣の意味に用いら

れている17)｡スワンナ ･コ-ム ･カムなる地 名も,クロームルア ン (KrQm Luang)と呼ばれ/

16)KlausWenk,op.°it.,p.252.
17)Tamnanはたとえば TamnanPhutthacyhediSayam,B.E.2469(1926)[AhistoryofBuddhist
MonumentsinSiam]などJjように最近では ｢歴史｣を意味するR最三が優勢であるが,ニ0)語の用法
は ｢口伝え｣｢伝説｣を意 味十,十万がより本源的である O(Photcyhananukromにもrtiangraonomnan
thitoPakkaymaとある｡p.414.1.)本書の序文:=も ｢これは単なる tamnanであって,遺跡など
しっキ射勺証拠による裏付けを得ていない｣ とあることによってもT_二に言う tamnanが ｢口碑｣｢伝説｣
の意であ,-:lニ'=が知 られ とうr,左お Tamnanの言吾義については Mrs,ChadinFIoodより有益なI孝/(
示を受けた｡
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る民族の土地といわれ,スワンナプ- ミのいづこかに位 していたというが詳細は不明｡

(5.1) ｢史料集成｣に集録された地方史には中部タイの mdangに言及 したものが比較

的少い｡次の PhongsawadanN虎aは中部タイの北辺地方を扱 ったものである.

PhongsawadanNiia(北方年代記)｡第 1巻所収｡B.E.2499本,pp.1-112.小歴1169年卯年

･第 9年 (1807年)phrawichianpricha(NQi)が, Krom Phraratchawang BQWOn Sathan

Mungkhon すなわち のちの 2世王の 命を 受けて 撰述 した 年代記で, Mdang Satchanalai,

MbangSawankhalokの建設から UthQng侯の Ayutthaya建設までを叙述 している｡ しか

し内容を 検討 してみると各種の伝承などを全 く無秩序に綴 り合せたものと思われるふ しがあ

るO初版は1869年に TamnanPhraKaeoMgrakot (玉仏伝) と合せて上木されたが, ｢史

料集成｣におさめられるにあたり,PrinceDamrongが重復 した部分を削除 し,小見出しを付

したという18)｡ 本書は早 くも1850年に Pallegoixによって 紹介されているが19),のち1939年

CamilleNotlonの手で全訳された20)0

(6.0) 東ラーオすなわちメ-コーン河流域地方およびその関連地域 (SipSQngChuThai

地方など)については下記の文献がある｡

(6.1) PhongsauJadanHuaMiiangMonthonZsan (イサーン州年代記).第 4巻所収o

B.E.2458本,pp.29-222.Isanとは現在東北タイ全域の 総称として広 く用 い られている語で

あるが,ここにいう Monthonlsanとはかって全国を20州に分けていた時代のイサーン州を意

味 し,UbonRatchathani,Kemarat,Yasothon,Khukhan,Sisaket,Detudom,Roi-et,Mah-

asarakham,Kalasin,Kumlasin,Suwannaphum,Surin,Sangkha, Champasak の 14の

mdangを含む地方を指す0本年代記の著者 MQm AmQraWOngWiehit は内務省を官を奉 じた

篤学の士で自ら進んで僻遠の地イサーンに赴き長期に亘って滞在 し,ついに任地に役するまで

の問,公務の余暇をさいては各種の文献の渉猟に努め｢イサーン州年代記｣を執筆,ある程度ま

とまるとこれをバンコック-送って PrinceDamrongの校閲を仰いでいたものでこれが死後編

纂され一書を成 したのが本書である｡17世紀～19世紀末葉までの記述を含む｡巻末におさめら

れた HetSongkhram rawangFrangset (｢対仏紛争記録｣pp.201-222)は1893年のメ-コ

ーン紛争の事件 日誌であり事件の-当事者の手になる記録として尊重すべき史料といえよう.

(6.2) ｢史料集成｣の第70巻は東北タイ研究者の手引書として編纂されたもので, 東ラ

ーオ関係の各種文献を広 く収録 しており参照に便利である｡以下 この巻所収の文献の各々につ

き略述する｡なお貢数は B.E2484本による｡

18)同書序文 p.vi(EhQ).
19)D.J.Bapt.Pallegoix,GrammaticalinguaeThai.Bangkok,1850.p.158ff.
20)CamilleNotton,LdgendessurZeSiametleCambodge.lAnnaZesduSiam,ⅠVemeVolume].
Bangkok,1939.115p.
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(6.2.1) PhongsawadanehamPasak (チャンバサ ック年代記). pp.1-23.phraya

Amatayabdiが撰述 し,5世王に献上 した ｢チャンバ サ ック年代記｣(,

(6.2.2) TamnanMiiangNakhQnehamPasak (チャンバサ ック史) pp.24-46.前 掲

611の ｢イサー ン州年代記｣の著者 MQm AmQraWOngWiehit (M.R.Pathom KhaneehQn)

による ｢チャンバサ ック史｣｡

(6.2.3) TamnanM盃angNakhQnehamParak(チャンバ サ ック史).pp.47-70.1861隼

第 4世1:_が時の録榊 1長 (ChaoKrom PhraAlak)phraSunthQraWOhan,Ubona)ロンt.Ph-

romthewanukhrQらに命 じて撰述せ しめたチャンバサ ック史｡主 としてチャンバサ ックにおけ

る仏教の興隆につき述べた ものである｡

(6.2.4) NithanRiiangKhun Baromaracha,Phongsawadan M盃ang LanChang.

(バ ロム王伝,ラー ンチャー ンtF-･代記) pp.71-132.図 書田立飾Flll NaiSutSisomwong a)

手で 昆多許.葉から活辛にうつされた伝説上の人物 KhunBaromaracha王伝O

(6.2.5) PhongsawadanM由angYasothon(ヤソー トー ン牛代起) pp.133-152.Yaso-

thQnは現 Ubon県 Yasothon 郡D中腰1259(1895)に書かれた もJ)と思われるが 苫二者 不詳 L,

師略ながら1893年の対仏紛争当時のかの地の模様について も触れている｡

(6.2.6) TamnanMiiangSaifQng (サーイフォー ン史).pp.153-169.MtlangSaifQng

は Wiang°han(Vientiane)の南 NQngkbaiの北に位(.lEL;:するメーコー ン河左岸の卜f娼 O 板

木は圧名紅 葉に刺された ものLl

(6.2.7) TamnanMおangPhuan2chabaP(プ 丁ン史2琶)pp.170-174.およこドpp.

175-181MtlangPhuan とは MtlangChiangKhwang,ChiangKham などを申心とするメ

-コー ン河の左岸地方 (Tram-Ninh)21)をさすo著者,著作年代共に不詳O

(6.2.8) Phongsau)adauYQMiiang Wiang ehan. (ウィエンチャン年代記 略) pp.

182-204.小歴1255年 (1893).ehaoKat恒,aの作成 したいわゆる ttPum Hon" (.F.･It!-.J衷用暦

｢信己)様式の略本年代記｡

(6.2.9) Riiang sangWatPhraKaeoSiChiang Mai (シ-チェンマイ, プラケ

オ寺建立記) pp.205-211.SiChiangMaiは北タイの ChiangMai とは別の東北 タイメ-

コン河で沿った小色で WiangChanの対 岸タイ額内に位 しているO

(6.2.10) PrawatThaoSuwQehaoMilangNQngKhai.(ノンカイ偉タオ ･スラオー

伝)pp.212-213.NQngKhai侯 ThaoSuwQの略歴｡

(6.2.ll) KhamhaikanPhrayaM藷angHam,RiiangMiiang ChiangTaeng (チ1-

ン･テェ- ンに 関する プラヤー-ームの評言｢) pp.214-216,小歴1248年 (1896) Mtlang

21)cf.GuidesMadrolle,ZndochineduNord.Paris,1925.p.308
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ChiangTaengにおいて MdangHam のことにつき土侯 phraya Mdang Ham に諮問 した

言己録｡

(6.2.12) KhamhaikanPhraKamhaengPhonsak,R虎angMiiangTaeng (チェン

･テ-ンに関するプラカムへン･ボンサックの証言)pp.217-219.1886年 Phra Kambaeng

PhonsakChiangTaengかにおいて行なった ChiangTaengに関する証言の記録｡

(6.2.13) KhamhaikanThaoLQng,Rila71MiiangAttapii. (アタブーに関するクー

オ ･ローンの評言)pp.220-228.Attap凸の UpahatPhrasuwannawongsaThaoLQng の

行 った Attap凸に関する証言oAttapdは雨 ラオス Boloven高原の東両端,メ-コンの支流 Se

Kong,SeKamane両河の合流点にある町｡

(6.2.14) KhamhaikanPhraratchawitbQrirak,RilargMilangSaPhangPhu♪ha.(サ

バ ンプ-パーに関す る プララーチャウイットボー リラック の証言) pp.229-230.1886年の

MdangSaphangphuha土侯 phraratchabQrirakが MilangTaengにおいて行なった Mdang

Saphanghupheに関する証言｡

(6.2.15) KhamhaikanLuangThiam,R盃angMiiangSeLamPhao (セ一 ･ランパ

オに関するルアン･ティエムの証言)pp.231-2361886年 Mdang TharabQriwat において

LuangThiam,NaiOwan,NaiKaeoの 3名の行った MdangSeLamphao に関する計言.

以上 5編の Khamhaikan (証言銀乃至聞き書き) はいづれ も内務省所蔵の原本によるもの

で,言及されている Mdangはすべて 南 ラオス, メ～コン河の左岸′ヾ-クセ- (PakSe)hTJ

辺の小邑である｡

(6.2.16) PhongsawadenMiiangNakhQnPhanom Sangkhei, (ナコーンパ ノム年代

記略) pp.237-246.phrayaehanngonkhan編

(6.2.17) TamnanM虎angWangmon(ワンモ ン史) pp.247-249･小雁1251年 (1889)

の日付がある｡

(6.2.18) TamnanMiiangMunZePamok (ムンラバーモーク年代記)pp･250-251

小歴1247(1885)MdangMunlapamokの土侯 phrayawongra Suradetの しるした簡略な

Mtlnlapamok史｡

(6.3) PhongsawadanLanChang, (ラー ンチャー ン年代記),第 1巻所収,B･E･2499

本,pp.387-432.前述 した ｢ヨーノック年代記｣の著者 PhrayaKit(ChaemBunnag)の手

で員多羅葉から活字にうつされた ｢ラーンチャン史｣｡ ラーオ語 (ラーンチャン方言,)をもっ

て書れている｡上古よりト世王までの記述をおさめている｡

(6.4) PhongsawadanMiiangI,uangPhrabang (ルアンプラバ ン年代記),第11巻所

収, B.E.2462本,pp.1-65.PrinceDamrongの解説によれば 5四千の命により撰述された

ものであるが著者不詳前半の部分は上述 (6.3) を底本としこれをバ ンコック方言に改め,
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さらに4世王までの事件を補筆 したものと思われる｡

(6･5) PhongsawadanMilang I,uang Phrabang (ルアンプラバ ン年代記) 第 5巻所

収｡B.E.2460本,pp.232-278.著者及び著作年代不詳｡おそらくは5肝玉0)命によって撰述

された各種年代記の-であろうと推定されてい る ｡ 原本は内務省所蔵｡ 9世紀末に筆を起 し,

4世王の治世 までを簡略に叙 してい る｡

第 9巻および第22巻には SipsQngPannaおよび SipsongChuThai闇係史料がおさLV)られ

ており,さきの第70巻とならんで乗ラーオ研究者必見の書とされている22)o

(6･6) PhongsawadanMiiangHuaPhanHaThongHob (ホアパ ン--タンホック

年代記),第22巻所収.B.E.2505本 pp.1-43.MdangHuaPhanHaThangHok とは北ラ

オス,ルアンプラバ ンの北方地方を指 し,MdangSam Nba,MtlangSam Ta主,MtlangSQn,

MdangS°i,MdangYiap,MtlangSopAet,MdangChiangKhQ などの Mtlang を合む地

域の総称である0本二割 i(1)MbangSopAetChiangKhQについて,(pp.1-14) (2)Mdang

Sam Ndaについて,(pp.15-17),(3)MdangSoiについて (pp.18-32),(4)MbangSam

Taiについて,(pp.33-41),(5)MdangHa Mdanng について (pp.42-43) の5部よりな

り,いずれ も,1886iFHQ族討伐に赴いた遠征タイ軍が MhangSQnに.RjL-.Ft申,その司令官の

ChaoPhraya Surasakmontriが部下の将兵に命 じて,HuaPhanHaThangHok地万各国

の土イ封二それぞれの関の歴史につき評言させたものの記録で上申書 (BaiBQk)と共に苗都バ

ンコックに送付され,内務省保存されていたものである｡

(6･71) Phongsau)adamM17ang Chiang Rung (チェンル ン年代記)第第9巷所収の

B.E.2502本pp.1-16.チェンルンは現在雲両省西双版納偉旋自治区の~首府_車里にあたる｡ 住

艮は し血族である23)｡本書は1852年現 ビルマ領シャン州の Kengtung(ChiangTung)にタイ

が征討の軍を進めた際作成 した Mahachaiの ChiangRung に関する証言録である｡

(6.7.2) Phongsau)adanMおang I,ai(ライ年代記)｡第 9巻所収o BIE･2502本, ppl

22-67.MuangLaiは現在のヴィェ トナム民主共和国の酉北隅,中 岡,ラオス間境に近い Lai

Chau にあたりかっては SipsQngChuThaiの-中心地であった｡本吉および,次の (6･7･3)

のテ-ン年代記は, PhrayaRitthirongrQnaChet(SukChuto)が 1886年 ehaoPhrayaSur-

asakmontriの遠征に従軍 した時 , MhangLaiおよび MuangThaeng で債録 したかの地の

住艮などの証言,口伝などを集成して記した年代記である｡

(6.7.3) PhongsawadanMiiangThaeng(チ-ン年代記),第9巻所収,B,El2502本,

22)第70巻の序文 p.iii(khq)参照｡

23)PrinceDamrongが本書の序文においてL屯語と南タイ NakhQnSithammarat方言の類似を指摘L
その理由を1430年 Ramesuan王が ChiangMaiに遠征した際かの地の住民を家族ぐるみ位致し,商
タイ NakhQnSithammarat,Songkhla,Phatthalungなどへ移住せしめた史実に帰し,その時移住
させLl)れた部族Uー)大年が uiであったのではないか,とのべてい,7,のは興味深い(〕(p.2)
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pp,68-100.MaangThaengとは現在のヴィェ トナム民主共和国の北西部 Dien Bien Phu

を指す｡

なお MBangLaiおよび MBangThaengの住民がタイ族であるという観点に立ったタイ人

による両地方についての民族誌的アプロ-チとして BunchuaiSisawat,WietnamBangkok,

1961.(pp.199-219.)がある｡

(6.7.4) Phongsau)adanMiiangChiangKhaeng(チェンケェン年代記),第 9巻所収,

B.E.2502本,pp.101-105.MdangChiangKhaengは ChiangSaenの北に位する Mdang

で住民は Khoen 族であるという｡ 本書 1890年 ｢全銀樹｣献送のため バ ンコックに赴いた

ChiangKhaengの貴族からの聞書に某 く ChiangKhaeng年代記である｡

なお第 9巻の冒頭によせた PrinecDamrongの序文は上記の 4mdang の各々につき比較

的詳細な解説を行 っており有益である｡

(7.1) PhongsawadanMhangNakhQnSithammarat (ナコンシータマラー ト年代記)

第53巻所収oB.E.2473本,pp.102-118.LuangAnusQnSitthikam (BuaNaNakhQn)の作｡

アユタヤ王朝末期からラタナコ-シン王朝 5世王までのナコンシ-タマラー ト史Oなお本書と

合せ参照すべき文献として第 2巻所収の Riiang tang ehaoPhraya NakhQnSithammarat

(B.E.2470本 pp.1-63)がある24)｡

(7.2) Phongsawadan Milang Songkhla (ソンクラー 年代記), 第3巻 所収, B.E.

2471本, pp.30-73.第 8世ソンクラー総督 phraya Wichiankhiri(Chom Na Songkhla,

1854-1904)が, phrayaSunthQranurakを号 していた頃の作｡ 本文の叙述からも明らかな

ように,本書はもと ｢NaSongkhla家 (TrakunNaSongkhla)｣の家史の編纂を目指 したも

のであるが,その内容は SultanSuleman(?)のソンクラ-建設にはじまり, 第 4-世ソンク

ラー総督 phrayaWichiankhiri(ThiangSeng)に至る ｢ソンクラー年代記｣に外ならないO

なお NaSongkhla家は, 1904年本書の著者が 他界するまで 8代129年に亘りソンクラーを治

めていた訳であるが,第 5世以後の歴史については,PhrayaSawatkhiriSisamantratnayok

(YenSuwapnapathom)の筆になる本書の続篇を見る必要があろう｡ これは ｢史料集成｣には

収録されておらず別途独立 した Nangsdehaek として刊行されている｡ (たとえば B.E.2501

に刊行された Phongsawadan M盃angSongkhlaは,その第 1部が,前記 ｢ソンクラー年代

記｣で,これはその第 2部として収録されている｡)

(7.3) PhongsawadanM虎angSongkhla(ソンクラ-年代記),第53巻所収,B.E.2473

24) ｢史料集成｣ には集録されていないが, 1962年ナコンシータマラート候の血筋を引くChaoPhraya
BodithQnDechanuchitの葬儀の引出物として RuamRilangMiiangNakhQn-Sithammarat (ナ
コンシータマラート史料集成)が編某刊行され同地方史研究家の間で珍重されている｡本書には上述の

2書の外著者不詳のナコンシータマラート史,5世王,6世王の南タイ巡幸記録等ナコンシータマラー

ト関係の文献10第を収録している｡
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本, pp.1-101. 第 5世 ンソクラー総督 ChaoPhraya Wichankhiri(Bun Sang.1796-

1965)の著作｡ 2郡に分れ,第 1部 (pp.1-39)は1845年に,第 2部は1859年にそれぞれ書か

れたとある｡

(7.4) PhongsawadanMilangPattani(パタニー年代記),第 3巻所収,B.E.2471本,

pp･1-29.第 8世 ソンクラー総督 phraya Wichiankhiri(Chom NaSongkhla)が phraya

Sunth()ranurakを号 していた頃の著作 (cf.上述 7.2.) ソンクラに在住 していた著者が, か

uj地で得た見開を ｢プラドレ-博士本年代記J 25) と照合 しつつ綴 ったという ｢-oタ--州年

代記｣であるO 狭義のパタニーの他 ジリン (MdangYirin),サーイブリー (MdangSaiburi),

ラゲ (MdangRange),ラーマン (MdangRaman),ヤラ (M血angYala),およびノーンチク

(MdangNQngehik)についても言及 している｡記述は 1世王から5世王の治世半ばに及ぶo

(7.5) Phongsawadan Miiang Phatihalung tang taeSamaidiikdamban ihiing

SamaiPatcyhuban (上古より現代までのパタルン年代記), 第15巻所収｡ B.E.2482本,pp.

1-63.LuangSiW(arawat編｡ 4章に分れ,第 1章は伝説の時代, 第 2章アユタヤ時代,第

3_章トンブリ一時代,第 4貴ラタナコーシン時代｡

(7.6) Phongsau)adenM虎ang Phatthalung (パタル ン年 代記), 第53巻所収｡ B.E.

2483本, pp.128-134.小歴1212年 (1850), トンブリ一朗時代のパタル ン侯 (Phraya Pha-

tthalung)の2人Uj息女から0)聞き書きをもとに MdnSanitPhirom の編纂 した ｢パタル ン

年代記｣｡

(7.7) R藷ang TamnanM由ang RanQng (ラノン史),第50巻所収.B.E.2471本 pp.

1-109.PrinceDamrong編 ｡下-iLiJj6貴 26)より成 り,巻末に NaRanQng豪uj系図をレつせて

い る｡

第 1章上古,第 2章 RanQng の第4級州 (Hua Mdang ehattawa) 昇格, 第 3葦 Hua

MdangTawantokへの総督任命,第 5章 5世王 RanQng行幸,第 6章 6世王の RanQng行幸｡

PrinceDamrongが,各種の古記録,政府命令書等に散見される RanQng関係の記述をまとめ,

これに現地踏査の結果を加えて編 纂 したラノン史｡ 3世王以降の記述が詳 しい.1912年まで｡

(7.8) PhongsawadanM虎angThalang (タラ-ン年代記),第2巷所収｡B.E.2470本,

pp.64-78.MdangThalang は南タイ,インド洋岸uJプケットuj鳥 中 央部に位 し,現在プケッ

ト県タラ-ン郡｡本書は Thalangoj地方行政に閑係 した NaiLoek,NaiSdk,NaiSda,Nai

Sith()ng および LuangPhetkhiriSisamutwisutthisongkhram の 5名が ｢古老の談話およ

び自らの見聞に退き｣叙述 したというタラ- ン年代記｡大部分は1841年に書かれているo

(7.9) PhongswadanMilangKalantan (カランタン年代記),第 2巻所収｡B.E.2470

25)拙稿 ｢タイ語文献について｣(2)『東南アジア研究』第2巻第1号,1964年9月 p.14,p.21参照｡
26)耳情は不明であるが,筆者所蔵の B.E.2471本では第4章が目次,本文共に欠けている｡
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本,pp.131-148.

(7.10) PhongsawadanMiiangTrangkanu (トランカヌ年代記), 第 2巻所収o B.E.

2470本 pp.113-130.

(7.ll) PhongsawadanMiiangSaibari (サイブリ-年代記),第 2巻所収oB.E.2470

本 pp.79-112.Saiburiとは Keddahのタイ名27)｡

以上の4篇は,いずれ も SalaLukKhun (旧lt,--り度下の首都高等裁判所) 所蔵本による旨の

註記がある｡

(8.1) ｢史料集成｣には上記の各地方のほか 5篇の ｢カンボデ ィア年代記｣が集録されて

いる28)0

PhongsawadanKhamen (カンボデ ィア年代記),第 1巻所収oB.E.2499本 pp.165-268.

1855年 4世王が KhunSuntQraWOhan,phraya Thammathibodiおよび phra Senaphiehit

の3名に命 じてカンボデ ィア語からタイ訳させたもの｡1869年 5世王の命によりはじめて上梓

された｡

(8.2) PhongsawadanMhangL,awaek (ラウェ～ク年代rl己), 第 4巻所収｡B.E.2458

本,pp.21-28.カンボデ ィア王 phranaraiRamathibodi(AngEng)が1796年, 11仕王に献

上 した ｢カンボデ ィア年代記｣.PrinceDamrongの序文によれば,本書oj標題に Phongsaw-

adanM虎angLawaekとあるのは,原本が MtlangLawaek(Lovek)に山来するためか,ある

いはかって MdangLawaekがカンボデ ィアの首府があったためこの譜をもってカンボデ ィア

全体を指 し示すならわ しによるかのいずれかは不明であるが,内容は PhongsawadanKrung

KamPhucha (カンボデ ィア年代記)というべきものであるo LuangPhotehanaphiehitら4

名の共訳｡

(8.3.1) PhongsawadanKhamenYangyQ (カンボデ ィア年代記略), 第71巻所収.

B.E.2481本, pp.95-103.主として 1世王から4世王までにおけるカンボデ ィアとシャムの

関係史を略述 しているo著者/i;言草｡

(8.3.2) PhongsawadanLauJaekchabaPPlaeC.S.1170 (小歴1170年訳本 ラウェ-
ク年代記),第71巻所収｡B.E.2481本, pp.1-69.記述は1575年から1618年に亘っている｡原

本はカンボデ ィア譜で SamutThai3巻.1808年タイ語に翻訳された｡ 本書は新 しい王朝の

始祖となった PhraphutthaYQtFaehulalok王 (1世王)が新官制を定める際の参考に資せ

しめるため翻訳を命 じたものであろうといわれる｡

27)本書に関連し,マライ語の ｢ケダ年代記(MarongMahawangsa)｣のJamesLowによる英訳が1908
年 BangkokWaEhirayan文庫から出版されていることを附記しておく｡
28)タイに紹介されたカンボディア関係の又献解説としては ｢史料集成｣第71巻所載の BangtilkPhong-
sawadanKhamen(カンボディア年代記覚え書)があるo B.E.2481本,(pp.kQ～ChQ〔=i～viii〕)
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(8.4) Phongsawadan Miiang PhratabQng (プラクボ ン年代記), 第16巻所収 o B.E.

2475本,pp.1-12.5世王が編纂を命 じた各地の年代記uj一｡phratabong総督 (PhuSamret

Ratchakan)ChaoPhrayaKhathathQnthQramina)作o

(9.1) PhongsawadanPhamaRoman (モ- ン年代記), 第 1巷所収｡ B.E.2499本,

pp･269-386板文はモー ンliL,lr.I-, 録事局長 KhunSunthQraWOhan と3人U_)モーン人翻紺l者が

1859年にタイ語に翻訳 したもuj｡,lLl述は小歴522'Lli(1160)から3世王の治世に及んでいるo

(10.1) PhongsawadanYuan (ユア ン年代記),第71巻所収｡ B.E.2481本, pp.104-

1091本書の序文 (Banphanaek)には ｢丑年第 5年 (1793)phraratcham()ntri,KhunSisena,

KhunRachawadi 謹みて RilangM盃angTangKidAnam Kok (東京 ･安 南国記)をタ

イ語にうつ し陛下に奉呈 中上 ぐ｣とある｡ 本 書は NguyenAnh が バ ンコックに 滞在 してい

た頃同上が AngPetTrdngおよび AngPetehat29)Jj二人に執筆 ,工命 じ, 11比工に献上 し

た ｢安庸年代,捌 /6｣であるという｡

(10.2) (Rilang)PhongsawadanYuan (ユアン牛代記),第28巻所収｡B.E.2466/本,

pp.1-15.港務卿補佐 (ChaoKhunPhuChuaiKrom Tha)が, 上述 (]甘 1) を底木と して

編 纂した[榔 略な ｢安南年代.iLi｣とい う以外に詳細は不明である｡

｢地方史｣,｢地方仲代記｣はこの外にも相当数字在するよ うであり,里独に刊行 されている

ら,JJもい くつかを数えることが出来るが,本稿では ｢史料某成｣ 中に合まれた主 と して Phon-

gsawadan,Tamnan,Khamhaikan と呼ばれるもの0)みを抽山 し,簡単な解説を加えるにとど

めた｡ ここにもれた ｢年 代記｣については又別の機会に紹介 したいと思 う｡なお本紬 トロ~1世

上｣｢5世王｣などと略-i己したのはタイ語 Ratchakallthi1,Ratchakan thi5 などを正目ノた

もU)でいずれ も現 ラタナコ-シン上側'Jj諸王を指 し,一般にラーマ 1世,ラーマ 5世 と呼ばれ

ているものと同山である｡

後記- ｢年代記｣等にあらわれる地名の検索に便利な ｢タイ地名辞典｣がこの程タイ国アカデミーU)T-･
で完結出版されたので紙面の余白をかけて紹介しておきたい｡

AkkharanukromPhumisatThaichabaPRatchabandit-sathan･(アカデミー版タイr射出理辞典)

3vols.B.E.2506-7(1963-64),Bangkok.

がそれノである｡本書はもと1933年にPathanukrom (国語辞典)の別冊として計画封 L, 灘か刊行さ,llLた

まま長らく中絶していたかの ｢地理辞典｣ の継続出版とも言うべきもので, 1954年 phraya Anuman

Ratchathon (Rajadhon)を主査とする専門家委員会に設置されて以来9年余に亘って編纂が進められて

莱,この程ようやく完結の運びとなった｡全3巻の内第1巻(376p･)は ｢タイ国地理概説｣とも言うべきも

ので,地勢,気候,Flora,Fauna,資源,交通,民族,風俗習慣の8章より成る｡第2巷 (pp･1-766)

および第3巻 (pp.767-1693)はこの ｢辞典｣の主都をなすもので字母配列昭に従って中項目,小項目両

方式を併用しつつ地名の解説を行なっていろ｡ 多数の写真,地図が各処に挿入され,利用を--一層便利にし

てい る ｡ タイ国アカデミー (Ratchabandit-sathan)からLr1-,版されている｡

29)タイ文字よりの音写O
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